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消費支出額（A） 消費支出額（B） （B〉／　（A）

30
6，084円 2，726円 44．8％

4Q
14，636 7，351 50．25Q
49，07王 28，421 57．952
58，259 34，054 58．553
63，535 37，390 58．8
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表2　一般世帯と被保護世帯の
　　　費目別消費支出格差（53年度全国・一人当り）

消費支出 食料費 主居費 光熱費 被服費 雑費 低改員率質なの水帯
表31人当り個人消費支出の伸び率

実
　
　
　
額

一
般
勤
労
者
世
罵

平　　　塚へ〉

第1－5分位（B）

第1－10分位◎

　　円
55，264

39，469

37p951

　　円
ユ5，8工5

13，917

13，773

　円
5，157

4，229

3，999

　円27087

1，880

1，846

　円
5レ204

3，400

3，208

　　円
27，002

16，043

15，125

1人当り個人消費

支出の伸び率

当初見通

しと実績

の差被保護勤労者世帯回 34，090 14，354 4，015 1，568 4，076 10，077 当初見通し 実　績

格
　
　
差

（D）／（A）

（D）／（B）

（D）／（C）

　％
61．7

86．4

89．8

　％
go．8

103．1

104．2

　％
77．9

94．9

100．4

　％
75．1

83．4

84．9

　％
78．3

三19，9

三27．1

　％
37．3

62．8
666

51年度

52

53

12．2％

12．6

10．8

11．8％

9．3

8．7

0．4％

3．3

2．1

表4 生活扶助基準の水泡比較

柔予結度四お当てま差
　定果は聚久りいたを
実し　と二　　　　民る　　縮
質た　し　　五見間政生4
的以て一十通最府活さ
に上そ％二し終経扶せ
大ののと年が消済助て
幅格分大度実費星基㌔
　弟　　　幅　　　結古　　塾

日　　　本
（1979年度当初〉

イギリス

（1978．11一）

西ドイツ

（1979．1～）

アメリカ
　（SSI）
（1978．7～〉1級地 3級地

標準4入世帯

老人夫婦

　　円
114，340

90，503

　　F【」

93，753

78，425

　　円
87，746

67，112

　　　円
103，574

83，573

　　円
　』
9些，852

（注〉ユ．老人世帯は、70歳以．ヒの夫螂2人からなる世帯である。日本と西

　　ドイツについては、老齢加算2人分、イギリスについては長期レー
　　ト及び80歳以上加算を含む。
　2，換算レート　1979年8月1口　1ポンドー490．12円
　　1マルクー119．05円　工ドルー217，95FII
（蛮馨Dイギリス　SupplementaryAHowance〔NOvemb巳r，1978〉
　　西ドィッ　Nachrichtendienet〔1979，2〕

　　アメリカ　SQcLalSecurityBulEetm（DecemberandJuiy，1978）
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改へのま三十’見率が帯しは
定の基わ％一表込の考のてそ
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表5　課税最低限と生活保護基準の比較

課　税　最 低　限 生活保護基準 格 差

年
所得税
　　　A

住民税
　　　B

生活扶助
基準　C

生活十住
宅十教育
十期末D

C／A DIA CIB
D／B

円 円 円 円 ％ ％ ％ ％41
553，000 381，000 241，517 275，492 43．7 49．8 63．4 72．3

45
900，000 728，000 396，995 446，170 44．1 49．6 54．5 61．3

50
1，830，000 ，309，000 874，380 975，7喚0 47．8 53．3 66．8 74．5

53
，015，000 ，490，000 1，237，120 ，392，770 61．4 69．1 83．0

935
54

2，015，000 ，584，000 1β46，030 ，505，120 66．8 74．7 85．0 95．0
55

2，015，000
一 1，460，560 ，623，060 72．5 80．5

（注）1．住民税は他との比較上1年繰り．1二げている。

　2．生活保護基準は1級地標準4人世帯の基準額である。
　3，いずれの数値も暦年額であるo
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’最課よ外れこ異て扶は外つ
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水つた扶水四で時み所た一準活歳棊険除と5もそう格たけにか護し有課意
準た場助準七あ所の得場般額扶男準料’子の知のなをもるつを基て状税し
とも合基と・つ得場税合茎に助・額控扶供とれ高問異の最い判準い況最て
なので準な八た税合のの準教基三は除養二おな低題にで低て断はるに低お
っがは額つ％生のと課そ額育準Q’の控入りいをがしあ限はし’も関限か
て五’やて’活課比税れ及扶額歳一合除のでが論あてる度す’その係はな
い十四教お五扶税較最ぞび助の女級算’四あ’議りいこのぺ処のでな’け
る五十育り十助最し低れ期基み・地額給人る仮す・ると生て分保あく貯れ
。年一扶’五基低て限の末準の九ので与世。りるここ等活処す有る’金ば
まに年助生年準限みに年一及場歳標あ所帯課にこれと’に分るがの単’な
たはに棊活に額にるつ額時び合男準り得に税比とをで両必しこ容にに自ら
’八四準扶は映対ζいで扶住へ。四’控つ最較は単あ者要たと認対所家な
五〇九額助七　し　てあ助宅　四人一除い低し適純るはな後がでし得等い
十％・等基二五四四生る額扶生歳世方及て限て当に。基額の適きてのの。
四を八を準・十三十活。を助活女帯生びのはみで比以本を状当る’み資つ
年越％合に五年。一扶ま合基扶）（活社基’るな較上的設態なか生に産ま
にえで算住％に七年助ず算準助の三保会礎夫といしのに定に資ど活着のり
つるあし宅のは％当の’しの基生五護保控婦表かてよ性しお産う保目保’
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表6　昭湘55年度　生活保護基準の改定　（1級地）

第　35　次 米価捕正 嬉 第　35　次 米価袖正 第　36　次
摘　　　　　要 摘　　　　妥

54年4月1剛 （55年2月1日） （5

鰍年4月旧） （55年2月旧） 155年4月1日1

1．生活保護基準

〔基準生活費〕

円 円 円

第3歌 l樺4人

按　服樫常謝 円以内
6，500 惚

円以内

7｝5DD

（n居完11類＋2蜘

標準4人世帯 114，340 114，59D 12重
173

　世 臨準鋤
1捌dコ124，17巳円

躍地112，996円

そL噂失灘、者導塘つ

　　傍むむつ
lD oOD 10，じOO lD，000

〔2糊末一時扶助費
（54・12・11 （55・12・D

課馳101，818円 　　i紙むむつ

出巌鞠闘のための被

】5，ひじD 15，ODO 15pDゆo

居　　　　　　宅 3，820

一
9，5DO

服導 33、ひDD 33，σOO 34卜Doo

収　　　　　容 3，160

一
3，4DD

配電水進等設備費 65，じao 65，QDD 55，σOD

人院患桝拐 扮護費 日額1脚D 日額1，αDO 日額1，ひD9 ◎基準看護以外の病院

〔収容保謹聾〕

ω救　護　施　設
36

巳50 36”910 40卸020

㌧m入芋準備金

小　　　　　　校

円以内

26，0DO

円以内

25，000

円以内

27，0DD

に入院している入院

慰者について特別娘

準により支給

12慶　且　施　、 39，D40 39，100 43，400

中　　芋　　校 30，DOO 3D，000 31，000

2教育扶助基準 ◎基埠贈のほか．学校

1加　算等〕
小　　　　　　生

　円
1，330

　円1 330
　円
1，390

給食費・通；切ため

の交通費・クラブ活

ω妊産　婦加算 中　　子　　生 3，570 2 5ア0 2，770 動曽娑する用具頽勤

妊娠6ヶ月米満 5，920 5卜930 6，38ゆ
こついては実費支諭

◎学級費等についごは

妊娠6ヶ月以上 8，910 8，93D 9，6DD
3、住宅扶助襯鬼 特別フ齢により、小

産 5，500 5，5上O 5、92D
ll隊1を　1班代

「’1以内

9，000

円以内
9，DOO

円以内
9，000

掌生300円中学生400

円以内の額を一般基

の老齢加算 2湘、宅継持費
準に！鎖みして支給

70　歳　以　上
11p70D 111700 12，600

一　般　基　準 δ5 000
65，じDD 65，000

囎歳以」二7幟未満の

病弱者
8，8ゆD 3，80D 9”500 特　別　　基　誤 1じO 000

1001ひ00 10D，000

4，医療挟切基傘 ◎国民健康保腱の診療

〔3蹄子加算 15，200
1512UO

15，400
方針。診療報酬剛列

児童が2人の場合に

加える額

児竜が3人以上1人
を増丁ごとにむIえる額

ユ，220

610

11320

61D

1，310

56ゆ

5、臨産扶助基準

　　般　基　興

　施　設　分　娩

’】以内

521ゆDO

円以勾
6
2
，

000
E［1以内

63，0eD

による

14障害者加算
唐　尼　分　挽 72IOOO

7～，じDD 82，000

特　別　基　準 75，σDD 75，0DO 85，00D

階1傳級測1・2嵌） 17，600 17，600 18，9DD

F轄等級表13繊1 11P70D
11，700 121600 衛生　材料　費

3IDDO
3，000 3DOD

6、生業扶助基準
重度障害者家族介護 6β生o 6，340

61340 円以内 円以内 円以内
料
介
　
趣
　
加
　
算 6，250

（54・1呂・1）

　8，DOO 8”ooo

L1）生　　　菜　　　費

121技肥1 萎得費

30，000

25，000

3D，OQO

25，000

30、ひDD

30，じゆo

重度障害者他人介護 円以内 円以内 円以内
〔3雛職　支愛費 20，0DO 2D，000 20卜ODD

料 30，000 30，000
30pgOD

7葬祭扶助基準

151在宅患者加算
　円
8，59D 　円

8，590
　円
9，250 大　　　　　人

円以内
8D，000

円以内
SD，000

FIエリ内

80、αじO

16激射観章害者加算 小　　　　　　　人 64，000 64，000 G9，0DO

員傷又は疾病の状態 （5‘・8・1）
勤労控除等

にあるもの

負傷又は疾病の伏態

に該当しなくなった

者

16，500

8，250

　26、DDD

（54・8・11

　13、OOO

26pGOO

13PひaD

一1膿種別基礎控除

田の職種1内則

L21の聯租照1

　円
13，760

18，33D

　円
是3，770

18，呂6D

　円
14，320

19，740

つ稼働日数が2L日蝋

で一定額以上の収入

をi駅いる堪合は収

入に応じて控除額を

171多子養育加算 6，000

〔55・2・ll

　6、500
6P50D 13切職種仕工1 23，0冊

円以内

33，11D

FI以内 糊
増額

⑥人工栄　養　費

働入院患奢日用品費

7，710

円以内
14，920

7，710

　円以内
14，920

8，3DD

円以内
16，070

2將　別　控　除

3漸規就ヲ1控除

93，9DD

　円610DO

93，90D

　円
6，0DO

lD1・190

　円
5，000

、10一時扶助費
4床 粛年者控除 3，QDO 8，DDO 9、4UO

円以内 円以内 円以内
51不安定就労控除 4，000 4，OQO ら，ODD

布団類i慧 16，αじ0

9，600

16，0DD

9卜6GO

16，DOO

9，600

6聡　費　控　除 実　費 実　費 突費 財土会保険樗、姐合費

・通勤費等

蚊　　　　　　帳 4，800 4P呂oo 4，800

　麟
17，000

25，000

17，000

25FひDD

17，000

25卜000 ⊥⊥
5



プ職員入通さ消上％初向込る上にの活は　生て改は上の
層齢が世経れ費げ引に等まこのあでを’生活説定表さ生前
が者四帯費て実にき対をれと度たあ保国活扶明の6せ活述
大や人）でい態あ．1二し総ると合つる障民保助す趣のる保の
部働未引あるをたげ標合民桜等てとすに護基蒐旨とぺ護よ
分病満きる一考つら準的間　をもこる健の準　等おく基う
を障の上二類慮てれ四に最政考’ろに康中　　にり改準な
占害少け類基しはた人勘終府慮一かあで心　　 つで定は状
め者人ら恭準佃’。世案消経し般らた文を　　いあが’況
て等数れ準が人低な帯し費済つ国’つ化な　　てる行その
おの世菟が七的所岐のて支黒つ民五て的す　　扶がわの下
緊ハ螢　一・経得　基　出逗その十のな生　　助’れ水で
　ンにま一七費世基準五及しの消五基最活　　別以た準’
かデつ餐・髪と螢準額十ぴに引費年本低扶　　に下。を五
？鵜世伽携獄鼎群鋸握助　∫婆猛註
こヤ楼帯（帯笄け引・度のてをの改るの基　　追ら概に年
れツ　人四共定るき六当動見図向定も生準　　つの要向皮

　るを八てい
各　。加五みて
扶　 え％る住
助　 たでと民
　　場あ’税基　 合る生の準　 のが活課
の　 額’扶税
改　 はそ助最
定　 九れ基低
　　五に準限
　　％住のと
　　に宅みの
　　達挟の比
　　し欝撃
　　て準でお
　　い等はい

るつTな五モ学額向る学　教け一歳母雲女咲円世る増三一帯　の年九考ら
内いAつ十　校一・な児用教育）O女子　）　か帯生額円一のこ充度・慮の
付て会た四七の’ど璽品育扶に万）三三の老ら（活とに万生の実に三し世
額の費尊喚七蒸三を　費扶助そ一の人二場人四七扶な引暇舌結がお聚て帯
の特等級度○準三考生等助基れ’場世四合二万O助つ上　扶果図い　一は
羅饗繹難盤纏準註鰭果薙ミ難甥認端蕨欝
灘畢雛塾1嬬環警覇癌煙糞究羅碁講鑑噸騨諜
え墜弩寺モ隷警聖え燵簸2奎喬馨写嬬鱗駅？裡

いお費びと凝か’がのお構　　引か　咲七七％二単お円一度人　処十世と
なけにPと　ら中月動け　　　上ら八　万歳）四身けの七の世　遇五帯を

表7　最低生活保障水準の具体的事例

標準4入世帯（3翻1県瑠雌の 母子3人世帯（鷺講塁）（中学生））

54年　度 55年　度 54年度 55年　度

1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地

生活扶助

加算（別掲）

　　円
114，340

　　円
104，Q53

　　円
93，753

　　円
124，173

　　円
112，996

　　円
101，818

　　円
92，921

（母予加算）

16，420

　　円
84，568

母子加鋤

　16，420

　　円
　76，21窪

（母子加算）

　16，420

　　円
101，159

〔母子力噂）

17，710

　　円
　92，058
（母子加励

　17，710

　　円
　82，956
（母子加鄭

　17，710

教育扶助 1，330 1，330 1，330 1，390 1，390 1，390 4000
4，000 4000 4160

4，160 4160

住宅扶助 9，000 9，Goo 5，000 9，00Q 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000

勤労控除 18，330 18，330 17，230 19，740 19，74Q 工8，550
一 一 皿 一 皿 一

合　　計 143，000 玉32，713 117，313
154303

］43，126 126，758 122341 113988
101，634 132029 122928 109826

注）母子3人世帯の教育扶助は中学校と小学校の合計額である。

老人2人世帯（7職男・6磯如 老人単身世帯（7幟女）

54年度 55年　度 54年度 55年　度

1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地

生活扶助

加算（別掲）

　　円
　67，103

（老齢加蜀

11，700

　　円
　61，072

（老齢加算l

　l1，700

　　円
　55，025

諸鋤目駒

　11，700

　　円
　73，324

〔老働劇

　12，600

　　円
　66，729

倦齢加則

　12，600

　　　円
　60，114

賭齢加算／

　12，600

　　円
　39，324

（老齢加算1

　11，700

　　円
　35，786

1老齢加到
11，700

　　円
32，246

〔老齢加励

11，700

　　円
43，299

倦齢加算）

12，600

　　円
39，411

〔老齢加第

12，600

　　円
　35，503

億齢加鋤
12，600

教育扶助 』 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
住宅扶助 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，GOO 9，000 9，000 5，DOO

動労控除 』 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
合　　計 87，803 81，772 71，725 94，924 88，329 77，714 60，024 56，486 48946 64，S99 61，011 53，103

注）母子3人世帯の教育扶助は中学校と小学校の合計額である。
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実施要領

の改正

剤III1［IIIUll ［IllllIIllllIII
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離　 一略く　　月保
の置　　し蕪な墾一護策
妥帯世た責兄お1・日の三
当分廿　 明、のか実六性離圃　　を字概ら施次
のを分　　要句要適要生
継行離　　しのは用領活
続っの　な整’さの保
的た取　い理次れ一護
検ケ扱　 とにのる部基
言寸1　し、　　思ととこ改準
にス　　　わどおと．［Eの
つに　　　 れまりとが改
いっ　　　 るるでな行定
てい　　　 ももあつわと
入て　　　ののるたれと
念’　　は等P。’も白勺分　　　 省と　　 四1こ

討と状も助か世帯　〈に
すの況の長ら帯の世解明
る均やで等み分構帯説文
必衡地あ世て離成分〉化
要上域る帯真をや離　し
が問のか分に行、のたあ題生ど寓緯必・う生適
るが活うの要こ活用　（
　な実か効でとのに　課
そい態’果あが実あ　第
しかか更がる各態た　 1

てどらに十か々をつの
　うみは分どの十て　

8
一かて当期う規分は　）
部十一該待か定調’
の分般世さ’の査ま
取に世帯れ自趣しず
扱検帯のる立旨、世

　る対いき制あ聖限ばい
ま必しの等的る記る匿を
共要’で峡描。さこ帯除
　が例あ　置つれと全い
世あ外り同にまてな体て
帯蒐的㌧過りいどがr
全取あ世き’るの要世
体扱く帯ず世こ要保帯
と、、まで、帯とイ牛護分
し　でであ精分にが世離
て　あ世る神離も保帯を
み　る帯実的は留護と行
れ　こ単態経あ意のなわ
ぱ　と位に済くす実るな
保　婁の変的まる施場い
護　認原り結で必要合と
を　識則はびも要領Lす
要　すになつ擬がににれ

　引以宅○もな産
生き内分円施さに出の’
業上か娩以設れ要産他
扶げらの内分てす扶の
助らノ～」揚か娩きる助扶
基れ二合らのて費基助
準た’の六場お用準基
に　。

つ

い
て
は

技
能
修
得
の

そた額五準都等

○基三合りのに準
O準’の’実っ
O額O基五態い
円が○準十にて
以七〇額五対は
喧宍円が年応’
に　 以ブく度し従
そ○内二にた来
れ○に’お改か
ぞO、Oい善ら
れ円居○てが出

　　　　　　住見い
が年々｛道の住宅送と
地度適府額宅扶らこ
域に用県が挟助れろ
のおさ別一助基たか
実いれ’般基準。ら
態てる級基準　　五
をもこ地準に　　一卜
勘こと男q察頁つ　　 五

案のとにをい　　年
し特な設こて　　度
て別つ定えは　　は
引基てさる、そき準おれ場家　　 の

上額りた合賃　　引
げの、特は、　　上
ら限五別割間　　げれ．　度　青一　基　1二　f　　　　　　　カζ

種が職種適労にらしす’控除
の一等別用控応設’る被除
場霞の基さ「塞じけ被と服咲
合　職礎れ　てら爆と鷺
の八種控至未　れ護堂　稼
控この除　成基て阯に交働
除○場が五年礎お帯被逝に
額「」食一十者控1λの保鴛伴
が咲　’五控除　自護等つ
月　月二年除　需立者のて
額日額級度及特要をの特増
一煙一地にび別の助勤別加
八　三のお爽控憔長労のす
’農’事い費険嶺す意需る
三業七務て控　　る欲要飲

等六構儀除新形観をに食　勤蒐か額要　三片
の○　　等規態点助対物勤労　 らがすまOウ
職円内業が就等か長応費労控　八八るた’の

五〇費’○基
　　用葬o準
OOo）祭⊂）額
QO実扶円が
Oo態助以こ
円円に基内五
以以対準に’1勾　［勾　∬隊　1こ　弓1　0

に（すつき○
引一一る㌔、、LO
き級たてげ円
上地めもら以
げ大、葬れ内
ら人棊祭たか
れ）準に。ら

保　とをに被活　最円し成て　き○額　れヨ
障ま表想よ保保被低かた年もこ上○がまたO
水丈7定っ護障保生ら来稼所のげ附九聖9
準　のして者水護活典成働要ほら以ミ
犠標とて異の準世保　年者の交れ内　特
　準おそな年は帯障四者の改　たと九別
一四りのる齢、
級人で最が
地世あ低、11生保際
で帯る生い別護に

　が水○控勤善収
被実準○除労が入

一のP活く世世保
五場　傑つび帯障
万合　障かにのさ
四の　水の所家れ
’最　準世在族る
三低　を帯地構最
Q生　示構域成低
三活　す成等’生

一7一

円が恵図金
に現欲ら額
引、∫のれ別
き月助る基
上額長と礎
げノ～等’と控

ら’をも除
れ○目にに
た○的’つ
　○と未い

ゆ十〇控
万O除円円に
を以つ
越内い
えかて
るらは
控一’
除○年
額一聞
に’控
引一除

円
か

ら

九

ヤ
邑o
円

に
引
き

上
げ

ら

らに会収助で的　場で円
墜被保入のあなな合はと
画保険金特り基おは九な
い護料額別、準’六万り
も世等別基こ及こ万四’
の帯の基準のびの四’ま
とに実礎、ほ控最、プLた
な保費控学か除低八二、
っ障控除校’に生九四非
てさ除’給実つ活九円稼
いれ等特食態い保円’働
灸るを別費にて障と単の
　蛋加控の応計水な身老
　活え除実じ上準る老人
　水る、費てしは0／k二
　準とま支住た』、　世人
　は実た給宅も一
　さ際社、挨σ）般　の帯



見なりい加帯　もし世い　ててで常も帯　でににか　あなのをしのるるす
れい地交やの従のま帯に今いのあにの分つあお篁の以免も低上て制世こる
ぱな域　資構つでう分当回る詳喬満で離ま駕け要判上　の所回当約帯と場

しそ準　よが分
なオτカ】こりな聞登
ヤ、1こらうそL、症麦
状よみしのかに
態つてた活まお
にて均状用たい
な世衡況に’て
っ帯を変問収’
て全失化題入出
い体しにはの身
なでてよな増世

保　のあ産嘆てあこ離たのの細　たは金緊
護更生る増に　蒐とをつ改でを（さな行
をに活い等変断　の行て正参本なれくっ前
要は水礫に動帯　なうのは照誌おて’時述

レ、目寺要、さ五、い｛呆、点し
ょ点件これ十世な護のた
う0）等れた五帯け継み世
入みがらい年分れ続に帯
念のや世」二離ば中課分
的検や帯
に討も分
明にす離
示終れの
しつば取
たて’扱

月要なもせ離
号件らそら要
に等なのれ件
掲にい要ては
司翼つも輯ニレ、、

しいのがる世

るな断は
世こに’
帯とお世
分はけ帯
離一る分
の旦留離
妥’葱が
当世点認
性帯でめ
の分あら
継離るれ
続をがる
的し’か
確たさど
認後らう

で得る該を員に合
あ世も世受はよで
る帯の帯け、つあ
かのと全な保てつ
ど生な体い護保て
う活るのこ基護も
か水が生と準を’
も準’活とに受世
欝あ確舗勝
す均こはたるい離
る衡と最め最こを
必」二が｛氏結イ段と適
要妥地生果生と用
が当域活と活なす

　る給12）アに考に服（11二　ら保念同のるの　らて世でて　を世な　加分い
　裁基　の引慮つが　　　れ障頭墜での検なな極帯あもま行帯つそえ離か

の引つけ　菟0に平にの　い国て来離も帯然の明と依離なしれ帯資当い
（⇒きいる
）」二て布
　げ’闘
　た災類
　｝　一 且　、

　と救被
　D助服
　（法類
　局にの
　蹄よ支

Qお常お改（円け藩い
局かるのて
第ら費支現
6七用給にの’の基着
2五実準用
の○態限す
㈲○等度る
の円を額被

善

正すき護等回妥
なるでのをと当
運最あ要踏明性
営低る件ま示に
に生こ検えしつ
当活と討たてい
たのをともいて

て民行婆の年分で履kを然をら’る分
　にう　趣に離あ行　保と継な保場離
適対ぺ爆旨一の蒐を可護し続』1護合要

求能をてす
めな受存る
な範け在場
け囲てす合
れにいるで
ばおなもあ
ないいのつ

のに件
停はに
廃す該
止み当
のやし
検かな
討にく

性て
に調
つ査
い確

常を
に行
検い
討世
を帯

鑑編ζ認蘇鄭欝こ鐸簾齢斜舘響三騒懲1・）

り　い　がた免要と活修学生国をてのう臨校　の象費哲生設　 こ○むえの被るし学め　なか動学旗徒の開教交」海又　3範用つ徒参　と○つて
‘h保場か校の　　　　　　　　　　　　　　　の囲に夏が加　　。円等の
　護合も教費
対世は’育用
応帯半児活に
すにば童動つ
るお義’のい
こい務生一とて的徒環て
がは経のとみ
な生費全しる

あ娩牌舞膿勘モ磁
と夏環な等加施と助に　間育
し季とどと状設このつ星掌委
て施しとし況のろ特い里校員
位設て同て等実で別て又（会

騒群糞酸鰹星鞍
け務る実ら　状　に昭徒r季
て教こ態れ学況　 よ不日が夏f木

固のつ季小費
）拡い施学用
　大て設嬢の
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鞍霧灘鰹編
準助60学場学う 司い子
額のの円校合用も様にぺ
の特3にo）七晶の掌つき
施別のそ場、費で校い額

⑥れ合三のあ又ての
）ぞ・一Q再るはは確
　れ四Q支こ教従認
　引’円給菟育前等

琵繕鍍あ　けo’準　会週費
　た円六額　の費用

菟毬す参ぺ　たし律すよ　い学ほが施　石とか
　にる加きなもなにるりこ喬料か相状とつなな
　徴額す、点にのい課費学の　等施当況こたつか
す’るで’ででせ用校よ
るつ堤あこあ支らに又う
額ま堂るのる給れつはな
にり又が費
限嘗は’用
ら校生対の
れ又徒象認
るは全と走
も教員すに
の育がぺ際
で委共きし
あ難齢
るが負は意
こ一担’す

。するい教こ
るもて育と
このそ委か
とでれ貝ら
があが会’
でれ参が夏
きば加参季
る費者加施
こ目全者設
とを員か参
と拝艮にら力口
し定一徴に

の設あにろもて困
所利緊つでのい難
糸蚤用　 い　 でるで
費料・そて最あ実あ
が’のみ近る情り
相　保　費　る　に

…fI1建用とお
程衛の、け
度蛋実宿る
必費態泊夏
要及もを季
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な藥通う設
っ瞑費もの
て見のの実
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るな
こり
との
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基唆八　つ峡女つ産楼よにぺあ行対　つ要漢の保よ診療　〈のこを○分モ
準　日こか　　た費　りやんらフ応本て額　す障り療保分解（11と八○べ
で一間れえ従真。用民がむすかとさ年きを現ぺす大で険ぺ説及〇五円んO
一般入にな来になの間たをるじとせ度た確実てるきあ給ん〉ぴ（’にの○
六基院よいどやお実施い得こめもるに
酉準し襲こおむ｝態設場なと予曳たお
　でた　とりを居をに合いが定　めい
七一場特
二四合二
〇二の類
円’出看
と七産護
な二扶の
陵○助甲
　円　表基・の病
準特総院
看別額に

9特得宅考おの事でし出一て
別な分慮け特情きて産般も
基いぺしる男Uにない予基、
準事んて分基よくた定準出
壼情の所べ進駿な娩日額産
設が場要ん頽　つF以のの費
定あ合の介に一たに急引用
塙躊留つ鱒縷襖
差場いを等い準等てよげ態
し合て行出てに真分りをに

口保のをとなる付介
す出力い差たの助
る産バうが校対料
方に1生生　象等
向支す活じそとの
で障る保てのは費
年のこ護い額な用
々生と常qるもらレこ
そじは度。地ずつ
のなでに最域全い
改いきお低、くて
善よ得い生施のは
をうなて活設自’
図所いそをに由医

〔2）告○’場○
）示○同含円
　別○弓寺一ヒを
　表円別二穴
　第に基’三
　5そ準○’
　のれ額○0
　1ぞ七〇〇
　’れ五円O
　局引’を円
　第き○八に
　6上〇二、
　のけ○’居
　6た円○宅

〈文的　 六

解化な収
説し時入収
v発期申入　　及告　（びに申
　　　　出　課圓つロ
　第数いの
　6等て時　のに’期
　55つそ等　）㌔、の
　　て行
　　入う

　　的き
　　に原
　　明則

菟れの　方てる運少　き爽つOる　くた二　 五　と範六で夢
　る適なに改こ輸異霊上態てQ場葬解こ○葬　　な囲〇九

1鷺鴛耀繊繰罵鐙聾購穰鷲藁難

の　、て
で基は
留本’
意額生
㌶覆
る除護
こさ法

なる通もっ、陸、東
つ場車のて従運この
て合にでお来局れ運
いにつありかのは賃
るは、、蒐、ら認道は

今そ可路’
回の料運地
も引金送域
同上と法に
様げなによ
のにつ基つ
考応てづて
えじいく多

さ’実体す
せこ費運る
るのが搬費
た　匡艮　斉忍　料・」劃

め度定にの
九額さつ額
　をれいが
四遺るて基
Q体仕は準○運組’額
円搬み八を
に料と’こ
引のな二え

表四運の
第○搬引
70料上の円のげ
3ま限）で度
　引額
　きを
　上八
　げ’

告らの運別要限○表
制嵯搬表最度○診
別　体料く少額日遼

次腿と　所
頁度な特の
〉額り別場
参を’基合
照認個準楼
）定々で
　すに一一
　るは一般
　こそ九基
　との’準

くの的にて極　菟収入保者務農者程係て給源　とて哉じ　最正にるびζ

膿裏霞器確聾鉦身駿趨質馨要韓雛腿鰐藷
見い現ての璽よ　告定れ護現活がつ握れ　し　よ保該焦生活わさつrl入保受状が’時要う　制にるのの保最いがぞ臨た収う護要大活をれれてをと護
け況な従期なに　度当ぺ実た護もて必れ時就入な性保臣費保てる要決のは
らにさ来や意’　をたき施め法よは要の的労の仕及護のの障ると保定対’
れおれの’義保　採つで機ににく当と収収収認組び世定認すこと護す比要
袈礎製篶用てあ1難規承然な入入入定みそ帯め定るとも者るに墜
毫輔篇諜長暴縮蒲讐曝諮旨蓬鐸鯨繍1灘嫉
かや等必基入運　る保うの前ていな収び全送てての構暴て必質入生と保最

1ヨ

i噸と（⇒なれ入　9述化　と卸ミら　る護自なとの　にも難
　告にき　るばとこ保　べし次か輿　かここ0）ららのた生義・）藁ま

翻牒噸耀搬離脈畷訣藷島津纏灘警郭
機わすそ護での比　かの次入今と続申生め期性そも仁，は護しり自収
関せるの者あ開に保ら開の申回な等告活に待をのの頼’法て’虫入
にると変が免始よ護収始と告の菟にの保’さ自収で関要に明こ的の
お必判更保
い要断申護
てがさ請の
収あれの変
入るる内更
にこ場容申
関と合が請
す9に収をる　も入行
定　収のつ
期　入変た

黒ぞ舞携離
時な定告髪で期に
にさがを行あ及伴
はれ最行つるびっ
　る低わた
当こ生せと
然と活るき
嬉・か費こに
要らととは
とす収。要

。回て
数’
に整
つ理
い明
て文

つ趣護要れ己入あ係保規示のに変
磐製経稽獅繕膝湾響
十必の者る任を’たとるてはこに
ラナ要1～1二わに明これ．｛呆権㌧、、とよ
理性容対けおられて護利る法がる
解及会しでいかはいの義。第前申
さぴ般てあてに要な実務　六提告
せ申と賎覧卒k保け施の　十とは
る告と　　証　護れ機実　一な’
このもあ　す保者ば関現　条る要

る整既
o理に　し実

’施
入要
念領
的等
にに
明規
文定
化さ
しれ
たて
もいF
のる
　も
てo）
あを
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及をれる定ウとにとて　こ援一はイと各年と
び行ばなさ
⇔わHどれそ
にせ又保’の
示るは護又他
し坐に）のは収
た要に決変入
こがか定動に
とあか実の変
はるわ施あ動
　こらのるの
あとずうこあ
く　0そえとつ
まこのでがた
でれ都必予こ
も楼度要想と
一　 申がさが
般9告あれ推

。
一
な
も
な と助年’
回る’お。にに少就
はこそ’　よ一な労
申との収
告か旨入
をらのが
行’申無
わや告い
せはに場
るり基合
必少づの
要なく取
がく認扱
　と定いあ

　もがに
る一必つ
こ年要い

る回くに
ll又はとイ半

入’もう
に年十収
つ金二入
いやケの
て仕月な
申送ごい
告りと場
を”合行他つに
わかまつ
せらりい
るの、て

　　　　申必僕　わたと及の鷲ア又
の2規な告要　たせめなび認労　は
収回定陵をが各だる、つ当定に常随
穫以し　行あ々望必原て該は伴用時
時上て文わるの　要則い月原う収の
期のい言せこ農農がとるの則収入認
に収る上ると作業あしこ見と入’定
申穫が’こか物収るてと込しを日を
告が’少とらの入こ3かみて得雇行
さあ作な0’収をとケら収’て収う
せる物く　そ穫得
るもがと　の時て
必の複も　時期い
要は数一　 期億る

劃薙鶴場る然る一　必せ合
こ各等回　ずるに

。月’入前い入と
ごそ昌こ3る及き
とれよケ場び。
ににり月合自
中対行間は営
告応うの’収
をすこ収収入
行ると入入等

別表1嵩産扶助費限度額算定表（施設分べんの場合）

基準額（55年度）

甲表病院 乙表診療所

（特2類看護） （基準なし）

基準　額　分 63，000円（特別基準85，000円）

入
　
　
院
　
　
料
　
　
分

入院時医学管理料 175点 100点

室　　　　　料 100 100

基準寝具加算
11

一

病衣貸与加算 3
一

看　　護　　　料 9／ 71

基　準　看　護 224
一

新生児介補料 224 24

給　　食　　料 ／00 100

基準給食加算
31

小　　　轟1－（A） 959 395

8日分入院料 76，720円 31，600円

衛　生　材　料費 3，000円

合　轟十 一般基準 142，720円　　　97，600円

特別基準 164，720円　　119，600円

別表2基準看護の種類別看護関係加算点数

暴準看護

の種類

承認要件

看護婦

入院忠者

基準看護関係加算点数

　（1日当り）

基準看
護加算

新生児介

補料加第
計

特2類

特1類
　1

　2

　3

未承認

1＝2．5

1：3
114

1：5

1：6
1：

224点
170

／02

61

36

一

224点
170

102

61

24

24

448点
340

2（〉4

122

60

24

別表2基準看護の種類別看護関係加算点数

（注）看護料の額は、別途算定されるD

い四　が疋度にに　分のにあ月がい的
9月な肝なをはは以留でおる申あにな
　号お要生採握’上意あちた告る当規
　に’て活用す要’すついめをもた定
　掲本あ保しる保最べてら’行のつで
　載項る護てこ護低き’なこわやてあ

しに
てつ
いい
るて
のは
で、
参本

　五さ十
れ四
た年

9制いと者生でこいうせ生はつ
度るのの活あのよしる活’て
の意必収をる点うた必実収’
運味要入平
営を性の等
を十及状に
確分び況保
保認収を障
す識入常す
るし申時る
こ’告正た
と適制確め

q保入場要態入個
護念合がかの々
の的にあら内の
実に機る判容ケ
施規械場断に1
機定的合し月ス
関し取なて々の
はた扱ど　’変取
十もいも毎動扱

在内認範が府めはま　く知五つ
宅に定囲あ県’保で在解）年て結
患在ににる間当護統宅説
者宅つわこで該の一患V
加患いたとア加実的者
算者てるにン算施な加
の加、結鑑バσ）機判算
あ算昭核みラ認関断の
り問和以　’ン定に基認
方題五外特ス状委準定
及研十のにが況ねがに
び究二在そ生をらなつ
そ会年宅のじみれくい
雲を度患対てるて’て
認設　者象いと　そは定置厚加がる各いの’
基し生算広実都た判こ
準’省のい態道た断れ

七

四の核在
旦鰍宅
日指の患
社針在者
保を宅加
第定患
四め者
十た加
八こ算
号との
保（認
護昭定
課和に
長五あ
通十た

算
の

定
に

つ

い
て

とあ今ざも画に　指の保こ結議二に
とた後す’一あこ針合護ろ果に年つ
さつのこでのるのと意担で等お度い
れて結とき実在判しを当あにい以て
たは核をる施宅断て得技るつて降検
いこ以本限を患指示た術。いも全討
。の外旨り図者針すと吏そて’国を
　判のと念る加はここ員の研前生行
　断在し国こ算煎とろ会結究記活う
　指宅た統とに記とか議果協研保と
　針、患も一はつのしらに’議究護と
　を者の的でいよた’お先を会担も
　参加でなきてうもこい般行に当に
　考算あ取な直套ののてのつお技’

魏邪い鍵離謡鶏魏
麓で鍍舖囎篇矯曇辛
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し
唱た

が

て

昭
和

五
十
五
年
度
の

医
療

扶

る適度る　ら％て世開○もぽお療生ことの　 套

。正の医こか聾保帯始％’つ腹扶活とし最生垂
　な適療のでに護主状を医て　助保はて低活曇
　実正扶よあの開あ況占療いそ費護’重生保≡
　施な助う免ぼ始るをめ扶るのは費昭要活護言

は運のに
重営ウ’
要を工生
な図イ活
課るト保
題うは護
とえ極制
なでめ度
つ医て全
て療高体
さ扶くに
て助’占
いの制め

いつ世ζる貝　 る四五十割障おヨ
るた帯　こはま割百百五をすけ
とケ員保く全た合七四年果るる三
い1の護　被人が十十度た生医
うス傷開さ保貝約三三のし活療奪

慾難醗総矯郵矯i
等体理帯は員に％とのにる法は≡
かの由の保のおになうお。の’≡
ら七とう護約いもつちいこ一国垂
明Oしちの六てのて医ての環民謂1111

巷騰綬纏粋蕪鶴i蓬療扶助の

運営方向

III口”II阻mlU巳［1二Ilmllll皿IUlllUlllllmllllmしmUlllllIIImIl

鰍し3餐緊鍵静辮塾騰魂量講馨購医8r甥
歯てかてのい歯もとてぞ歯関四を毎の状生わ通にの0）護行に療　 受　適運

惣霧欝驚麟麟雛駿響餌薯罐継罐雛診魏おζが力軌こおにしで和は定にて月のはおい協てがの適いしは医確運あ
い　灸ののいおては五五率おい末促握いる力は図給正うて他療保営た
て医　あ関増ていお？＋フ喉ける現進セてと依従ら付な特被の機対にっ
は費社と係加はて久三・　ると在を　峡こ頼来れ機医色堤扶関策努て
四に会が機の千は　六年三医調この図さ　ろをかる関療を護助のに　めは
二お保う関傾四士糧髪度％科査ろ指るら指で行ら必とを有者と確つ　る特

然と進年と四数一と駿・昭いる医の努機こ医め染の医　　留
大一比　に来な機を。比　七医和てた療確　力関の療に　給療　　　　意

昨に従　機用うとと政規の従対て　れこ新ま結お定（療てた　要ていとき
年つ来国関を保併連機開促来し礒しると規え果い率新機の一まがもて’窒

叡験鑓雛難欝甥地凝縷蕩需肇翻蔀鷺蛎蘇
に協文学促こイ生強畷療図のに域っをり医案述一祥設指結の昭。指較郷あ
は力部附にとド活化　機る非協医て示一療しの・に医定果医和露足差　陵
別要省属努管で保残特関こ指力師　 し層機て指五お療率を療五原のが指

鋒耀難縫灘灘獲翻謹穣募硅鎧糊腰磐琴，＆
つて指つがに講け関びつ9つと係促思促向に結る髪活っ新状め次努今の域

そ保る　　おを状が（てはてとかりと力ら学　ろ附大　 り生末に崎ごのあの　に　時　休　に〕一　給　に　地　揖　い　昭　い　　し　り　　、　し　を　れ　附　昭　で　属　学　1昭　　、　活　現　つ　大　努　よ　て

対つ聞日　層付着域定る和くてで指て多た属和凌）病医和指保在い学力う協
応いに夜休のす目医鄭大五が文あ定非とこ病五る院学五定護でて医のな力
にてお聞貝働る桜療市学十’部る率指す屯院十
つ犠け等　きた　の）附五非省のも定るにの四
い　るの夜かめ被中に属年鐘当でよのとつ指年
て従被福間け髪保核お病度定燭　う大こい定度
指来保祉等を　護とい院以のに今や学ろて状以
示よ護事に行そ者しての降大対後く附では況降
しり者務おうのにて曳所に学しに五属あ’のに
て機の所け必糧よ機　在開附協お○病る関著お
い会受がる要定り能大地設属力い％院が係しい
るあ診閉受がの適し学のが病依てをが’機いて
とる機庁診あ促切て附都予院頼も超相な関改’
こご会しの菟進ない属道定若を厚え当おの善国
ろとのて確　に医る病府さし行生た数依ごが立
でに確い保　な療現院県れくつ省ばあ然努図大

Dに部十率法全指学結経依
つ附五は指国定部果緯頼
い属年五定三を附’をを
て病度〇二十行潤五踏行
既院に・十六い病十まつ
に及入八四大’院四えた
類びっ％大学昭等年’と
定大てと学五和七度まこ
藍阪四な三十五大にたる
行大月っ十九十学お関で
つ学にた病病五附い係あ
た医は。院院年属て機る
と学東　と中三病は関q
こ部京　な、月院畏のこ
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共は療でフ家をそま保定受は　 扶
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の
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状を間上トとが
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をてけ問討設に
行いて点や1づ専
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ニすす身集セ
にるる近約プ

　ここかさト
嘱ととにれは
託がにあて患
眠可よるい者
の能り資るに
活で患料も給
用あ者での付
をるのあでさ
図と病るあれ
る思状のりた
こわをで’医
とれ適こか療
でる切れつの
あ。にを’内

る
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　に
　レ
　セ
　プ
　ト
　の
　活
　用
　を
　図
　る

　と
　で
　あ

覧なた状の　　　　　あ自軍なしき二査　握
病らは適しるにもてる鱗生す
状’握切か。まのはも通活る
の次がなし　かて’の常実必
はの不処な　せあ医との態要
握よ可遇が　 がる療、思現等が
にう欠の灸　ちこそわ業の生
努なな確　　にとのれ活はず
め方も保前　なかもる動握る
る法のの述
こをでたの
と参あめよ
が考るにう
要ととはな
求擁離
さ的識な護
れ確に病者

っらのがにに
て、が’よつ
しや専病りい
まや門状ほて
うも的のぼは
きす’はカ’
らる技握バ訪
㌔、と利サに1厚男
が医的関で調

灸あとにてつ困い緊は人がりか区と遇なく課が反1どた　　にをるにの保
　るな欠充い難わ限のあがせ担もにケ騨重映スの簗病口つ聴こつで護

のかがと遇しに遇果あに個向なま地　処的て討かにケを等的爽こ　の被療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被な1こと主言臣｛呆を　　　　第1棄　医療機関の指定状況（昭和54年6月30日現在）　　　　　　　保運はに治よ護担
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護営握よ医り者当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者体でりをものし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の制き被訪詳病て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実のる保問細状い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態強こ護しに’る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は化と者’知療も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　握　とのそ悉養の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　な病のし態で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行　 る状意て度あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ　 。等見い等る

医　　　　　　　　科
歯　科

計 病　院 診療所

総　医　療　機　関　数 86，087 8，705 77，382 37103

生活保護指定医療機関数 67，737 8，248 59，489 20899

指　　　　　定　　　　　率 78．7％ 94．9％ 76．9％ 56．3％

第2裏　指定医療機関の年次推移

医　　　　　　　　　科 歯　　　　　　　　　科

医療機関

総　　数

生活保護
指定医療

機関数
指定率

（参考）

社会保険

指定率

医療機関

総　　数

生活保護
指定医療

機関数
指定率

（参考）

社会保険

指定率
48年6月 80，392 62，435 7ア．7％ 94．6％ 32，029 18，860 58∫9％ 98．1％

50年6月 82，668 63，584 76．9 94．1 33，097 工8，497 55．9 98．1

51年6月 83，497 64，372 77．1 93．2 33，949 18，684 55．0 98．4

52年6月 84，128 65，210 77．5 93．2 34，736 19，043 54．8 98．2

53年6月 85，105 66，453 78．1 92．9 35，963 19，895 55．3 98．4

54年6月 86，087 67，737 78．7 92．8 37，103 20，899 56．3 98．5

保講課調保護課調

　三　遇のを者処
妊　　方開図連遇
娠そ針催緊携に
里ののを　のあ
辮讐鞍篶
療
養
援
護
費
と

医
療
扶
助

の

図被修紺、は

躍食離
要者ケな事
がの1運務あよス営所
菟り診体と
　適断制し
　切会のて
　な議強’
　処等化三
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灸否て変いいをき護用き保入施こと用らり営又はの
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医に護申被　用いのなこ施し（とはぺにの領変宅の
療つ聾請保ししと症いと設て以な’き医取第更のオ
のい設豊護たて認状こかのい下つ医他療扱3申被）
給て内行者が差めかとら内る単て療法のいの請保
付判でつがつしららと’で被にい要他必が1を護
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るにの施う
必はも設ま
要施の内で
が設もでも
あ内あのな
るにる措く
　おと置疾
　け、悪に病
　るわよの
　医れつ症
　療るて状
　ののま等

る書扱併合し
Qのい給、て
徴と開在いの
収の始宅るよ
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確査み事収らでにこび
保方ら項養みあきと関生剛
と針れに　てるめは係活酢
齢歪携認講惚盤餐
のいとる等問か配・等の方
適てか証1二保調し慮要に運　針
格倭庚実護査なが保準用設
性　　はの活が要護拠に定
の特昭握決動ら請者し当の
舗聖雑雑言あ舘萱
課麟駄継齢評
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’活度誓1二欝謹も糸吉とはら法
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事さr反結いのす　に桑つ問場嘆　い法峻スつ実で確に　　一第
業れ前映果な具れ着掲　こ題に　組のの　のて施も保は生確　 一
のて年さにか体ば眼げ昭と点あ福織が運結審いがなさ’活な幹

叡麟㍑騙髭雛舞鱒憲騒糞篠勝綴鷲組にか運いて秘推なつと＋め正力澄運でなに塑強とけ導の認員織
必一営なの 進るいと四てし　所営あさは魯訪導でれ務運識の的
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た　にきた及きれ点あ連八と及所がる導カミり療で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　は費あ

　13）る0）額つをてい基か　 12｝配再う除あ祖　 る事機の健福能はは課でがて
況　の基八い実　る礎ら受　慮審か額る税な指務的照康祉な地困のああい
　電で本万て額定こ控控給諸す査’にか特お導処な合保年場方難脇るるな
　テ注的円実で額ζ除除対控るを地満ど別’が理連を険金合税で力。こい
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なるらの別の分す認給ミつI楚もにテ務
処喜な所控課なるめ資スい的の発ム処
諾礎ε讐鵯獣駐撫で響謂
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あ　多　｛呆　対　審『　よ　｛系　1萬　　、　ネlj「祉　適

るくi喚象査うを塾i所勾犬与irE
。み糊外に指密の得況務葱
　ら控とお導に確のの所塒
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